
松本国際中学校                     No. 2 

３学年通信 令和５年４月２１日（金） 

始業式・入学式 
 １学期始業式を６日（木）に行いました。新しい校長先生をはじめ、新任の先生の紹介がありまし

た。１学期のスタートにあたり、３学年を代表して、２名の生徒の意見発表がありました。 

  矢野目 紫苑 さん（野球部） 

   全国大会に出場した経験を踏まえて、①体力をつけること②ミスをカバーするこ    

との２つを課題に練習に取り組んでいきたい。部活動をさらにがんばり、また、不得意  

科目を毎日勉強して、最後の中学校生活を悔いの残らないようにしていきたい。 

 

  小出ことみ さん（学究系） 

   ３年生になり、高校受験があるので、今まで以上に復習をしたり、苦手科目を克服したりして 

いきたい。教科書の学習内容が大事なので基礎力をつけ、さらに応用力もつけていきたい。また、  

生徒会活動が始まるので、副会長として責任をもって生徒会を進めていけるようにしたい。 

 

 二人の意見を聞きながら、３年生に進級し最上級生となり、義務教育最後の中学校生活をどう過ご

していくのか、また、先輩として後輩に何を伝え残していくのか、生徒一人一人の表情から、その決

意のほどが見て取れました。 

スタートにあたっての生活オリエンテーション 

 ４月１０日（月）には、全校生徒そろっての生活オリエンテーションをアリーナで行いました。最

初に２・３年生が、１年生を拍手で迎え、歓迎の気持ちを表しました。生徒会長の早田さんより、１

年生への歓迎の言葉と、初めての生徒会をみんなでつくりあげていきましょう、とのあいさつがあり

ました。続いて、山﨑教頭より「教育目標」、また、各担当者から、「生活のきまり」「清掃」「給食」

「English Time」「創才ゼミ」「創才塾」、そして、「生徒会」についてお話がありました。その中で、

生徒会担当から、『自治』について、「生徒会活動を進めるにあたり、自分たちの学校生活を、自分た

ちの手でよりよくしていく自治活動を通して、世の中で通用する力をつけていってほしい。」と、生徒

会活動への期待を込めた言葉が送られました。 

 オリエンテーションが終わり、そして全学年そろっての初めての

給食です。今年度一斉に昼食をとるにあたり人数が増えるため、カ

フェテリアに新しいテーブルを準備しました。全学年一斉の給食に

なり、昨年度よりカフェテリアが狭く感じられましたが、新型コロ

ナウィルス感染もだいぶ収まり、これまでの黙って食べることから、

リラックスして楽しみながら食べる姿が見られました。 ｶﾌｪﾃﾘｱでの昼食 



９連休のゴールデン・ウィーク 

月 日 曜日 
部活 

行事・その他 
下校時間 

朝 放課 スポーツ系 学究系 

4 

24 月 × 〇 第１回生徒会 各部 16:00 

25 火 × ×  15:50 15:50 

26 水 × 〇  各部 16:00 

27 木 〇 〇 尿検査（二次） 各部 16:00 

28 金 〇 〇 尿検査（二次） 各部 16:00 

29 土   昭和の日   

30 日      

5 

1 月   計画休業   

2 火   研修休業             [高校は登校日]   

3 水   憲法記念日   

4 木   みどりの日   

5 金   こどもの日   

6 土      

7 日      

8 月 × ○ 生徒会委員会 各部 16:00 

9 火 × ○  15:50 15:50 

10 水 × × ３年全国学力・学習状況調査[英語の「話す」調査] 17:00 16:00 

11 木 ○ ○ 歯科検診（午前） 各部 16:00 

12 金 ○ ○  各部 16:00 

 ４月６日に始業式、７日に入学式、そして、１０日（月）から始まった１学期、時間の流れがはや

く感じられ、もうすぐゴールデン・ウィークとなります。特にスポーツ系の部活動は、日々の練習や

試合など、体調管理が不可欠となります。現在けがをしている人もいるようです。治療も含め、万全

の準備をして中体連大会に臨んでほしいと願っています。 

～ 連休中の過ごし方 ～ 

・各自の実状にあった計画を立て、計画的・自主的に学習を行うとともに、規律正しい生活を送る。 

 [連休中の課題を完結させる] ☆ 学習する時間を自分でつくる！！！ 

・自ら進んで身体を鍛え、健康的な生活ができるようにする。 

・公共のマナーを守り、地域や社会の人々に迷惑をかけることのないよう、けじめのある生活をする。 

・お手伝いをしっかり行い、家族の一員としての役割を果たす。 

 

 ☆ ゴールデン・ウィーク後の生活を見通し、いろいろな意味で有意義な休日を過ごしてください。 


